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-
１．単元設定の理由


昨年度，三原市のキャリア教育事業として，三原市総務企画部経営企画課の全面バックアップのもと，西小学校６年生と地元企業(株)Ｋ等が連携して新たな地域の特産物の企画・開発・販売に関わる取組を行った。この事業の目的は，①地方創生に向け，新たな地域特産物の開発・販売による三原市の魅力向上及びにぎわい創出を図る。②児童は，自分のふるさとにゆかりのある特産物の企画・開発・販売に携わる学習を通じて，三原市をより深く学ぶとともに，仕事をすることの楽しさや意義（職業観）を知り，将来の進路選択の能力の基礎を身に付ける。③本事業を通じた郷土愛の醸成による将来的な本市へのＵターン希望者の創出を目指す。という３点であった。

今年度，企画課のバックアップこそないが，地元企業(株)Ｋ等を受けながら取組を行っていく。地元企業（株）Ｋの方々と１年間継続して交流していくことで企業としての戦略，商品開発をすることの大変さ，地元を愛する思いなど地元企業としての多くの願いや「働く」ということの意味について触れることができる。友達との協力や地域の人々との関わりの中で，人と関わることの楽しさや地域のよさを実感し，地域に対する感謝や愛着をもつことができる単元であると考える。また，児童は第３学年の総合的な学習の時間で「西野の梅林を地域に広めようプロジェクト」として，地域に昔からある梅林について学習しており，梅を使った多くの料理作りを経験し，とんど祭りでは梅干しや梅ジュースの販売活動を通して，地域を大切にしている方々の思いに直接触れる体験を積んできている。そのため，地域を大切にしている地域の方々の願いが分かった上でＰＲ活動や販売活動を進めていくことができるので，地域の代表として責任感をもって新商品の企画・開発・販売に取り組み，達成感をもたせることができる単元でもあると言える。

本学年の児童は，低学年のころから地域の方々との交流を大切にし，地域の人やもの等に関わる「ふるさと学習」を行ってきた。第５学年の総合的な学習の時間では，自分や地域の人々と西野川との関わりについて探究し，西野川の魅力を再発見し，自分ができることを考え，他学年に発信していく学習をした。今年度は，地元企業（株）Ｋと洋菓子の共同開発に取り組んでいる。
事前に「ふるさと学習」に対する知識・技能についてのアンケートを実施したところ，結果は，以下の通りであった。
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	今までの「ふるさと学習」は楽しかったです。
	９１％

	地域のよさを感じ，地域に対する愛着と誇りをもっています。
	８８％

	将来，地元で働きたいと思っています。
	６４％


このことから，３～５学年で学習してきた総合的な学習の時間は，児童にとって印象に残っている学習となっており，今までの「ふるさと学習」で地域のよさが分かり，地域に対する愛着をもっている児童は多い。また，今までの活動に協力してくださった地域の方々に感謝している児童も多い。しかし，地域のために主体的に活動したい，将来地元で働きたいという思いにまで至っている児童は少ない。実際に，地域の行事に積極的に参加する児童も少ないという現状がある。だから，多くのことを経験し，思い出に残っている「ふるさと学習」の延長として行える地元の企業との共同開発は，児童にとって新たな見方・考え方を広めるきっかけ作りや学びに対する意欲を高めていけるものであると考える。
また，知識・技能以外の本校で設定している資質・能力の具体について５月に実施したアンケートは，以下のような結果であった。
	資質・能力
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	思考力，判断力，表現力等
	課題発見力
	授業では問題となっている場面から課題を見つけています。
	９１％

	
	論理的思考力
	目的や意図に応じて，情報を整理しています。
	８８％

	
	
	要因や規則性（原因やきまり）を筋道立てて考えています。
	９１％

	
	
	色々な見方で考えています。
	９４％

	学びに向かう力，人間性等
	主体性
	課題に対する自分の考えをもち，解決のためのよりよい方法を選択して進んで行動しています。
	８８％

	
	協調性
	自分と異なる意見や立場を大切にして，よりよい解決に向けて協働して取り組んでいます。
	８２％

	
	自らへの自信
	自分の目標に向かって，最後までやりぬいています。
	９４％

	
	
	今の自分が好きです。
	７６％

	
	
	自分の将来のことや夢や目標について考えています。
	８５％


この結果，目的や意図に応じて，情報の整理をしながら筋道を立てて考え，判断し，行動できる児童は少ないことが分かる。また，授業での様子を見ても，多くの児童が自信がないことから自分の考えを主張できずに一部の児童の意見に流されてしまっている。そのため，一人一人に自分の考えをいかにもたせて表現し，自己肯定感を高められるかが課題となる。

（１）「課題発見・解決学習」の学習過程をさらに意識した単元計画の作成
　　・　題材との出会わせ方を工夫する。児童の願いや思いを実現していく学習構成にして児童の意欲を高める。
　　・　考えた商品案を（株）Ｋの社長にアドバイスを受け，課題意識をもたせ，課題解決に向け，改善していくという活動を繰り返し行う。
　　・　とんど祭りに人を集め，地域を活性化させることがお世話になった地域の方々に対する感謝につながることに気付き，とんど祭りに人を集める必要があることに課題意識をもたせる。

（２）主体的・対話的で深い学びのある授業の実現
　①話合いの充実
· 自分の意見をもった上で話合いが行えるように，家庭学習などを活用して考えを整理する時間
を確保する。
　　・　理由や根拠を明確にしながら話合いをさせる。
· KJ法やブレーンストーミングなどの思考ツールを活用し，イメージを視覚化し，対話の充実を

図る。

· 毎時間思考を深める発問を行い，児童の考えをゆさぶる機会をとる。

· 分からないことやイメージできないところは質問したり，付け足しあったりしながら話合いを

させる。
　②学びを深めるための「書く」活動の質の向上
　　・　話合いに参加できるようにするために自分の考えを整理して書く時間を確保する。
・　振り返りを書く際には，授業で考えたことや今後の活動で生かしたいことなど視点を明確にして書かせる。
２．単元目標

地元の企業とともに企画・商品開発・販売を行っていくことを通して，地域への愛着を深め，仕事をすることの楽しさや意義を知り，社会に貢献しようとする意識を高める。また，地元の企業とのかかわりを学習材とする課題を設定し，課題解決に取り組むことを通して育成したい６つの「資質・能力」を身に付ける。
３．単元の評価規準
	資質・能力
	評価の観点
	評価規準
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	知識及び技能
	知識・技能
	○　地元企業の関わりから，働くことの意義や地元を愛する思い，願いに気付いている。
	知識・技能

	思考力，判断力，表現力等
	思考・判断・表現
	○　地域を活性化させるために自分たちにどんなことができるか考えていく中で，新たな課題を見つけている。
○　企画・商品開発・販売を行っていく上で，収集した多様な情報から要因や規則性を推論したり，課題解決のための解決策を多面的に考えたりしている。
	課題発見力
論理的思考力

	学びに向かう力，人間性等
	主体的に学習に取り組む態度
	○　地元企業の要望を自分なりに理解し，どのように実現していったらいいのかを考え，課題の解決に向けて，よりよい方法を選択して，進んで行動している。
○　目標に向かって最後までやりぬき，今の自分を認め，今後の生活の仕方や自己の将来について考えている。地域のよさを感じ，地域に対する愛着と誇りを抱いている。
○　自分と異なる意見や立場も大切にしながら話し合い，よりよい解決に向けて協働して取り組んでいる。
	主体性
自らへの自信
協調性


４．指導計画（全６０時間　本時　３３／６０）
	
	探究の過程

評価
	学習活動
	関連する
教科等

	コグマヤの要望を生かした商品開発をしよう。（⑯）
	課題の設定　思
情報の収集　思
課題の設定　思
情報の収集　思
整理・分析　思
まとめ・創造・表現主
実行　主
振り返り　知主
	○今年度のふるさと学習について話し合う。（１）

○三原市内の企業について話し合う。（１）
○企業に依頼する計画を立てる。（２）
○企業に依頼をする。（時間外）

○学習計画を立てる。（１）



○(株)Ｋについての情報収集を行う。（２）
・お菓子とは何？　・マーケット調査　・企業への質問　等

○(株)Ｋの社長の仕事についての話を聞く。（２）

○(株)Ｋを遠隔授業で見学する。（２）

○売れる商品を作るために必要なことを考える。（１）
○(株)Ｋの要望を解決する商品を考え，案をまとめる。（３）
○(株)Ｋへ商品について相談し，改善案やアドバイスをもらい，新たな課題への見通しをもつ。（１）
	国語

学級討論会をしよう
・討論の進め方


	商品開発した新商品をPRしよう。（㉝）
	課題の設定　思
整理・分析　思
まとめ・創造・表現主
振り返り　知主
課題の設定　思
情報の収集　思
整理・分析　思
まとめ・創造・表現思
振り返り　知主
	○１学期までに取り組んできたことを振り返る。（１）
○グループごとに商品を考え，プレゼン資料を作成する。（８）
○(株)Ｋへ商品について相談し，アドバイスをもらい，改善案を考える。（３）

○完成したプレゼンの発表練習を行う。（２）
○プレゼンを行い，商品発表会を行う。（１）
〇商品開発についての振り返りを行う。（１）

〇今後の活動について話し合う。（２）【本時１/２】

○人を集めるために新商品のPRをする方法を考える（２）

○新商品のアピールポイントを整理してまとめる。（２）
○新商品発売に向けて，広告を作成する。（１０）
・ポスター作成　・ＣＭ作成
○新たな課題への見通しをもつ。（１）
	算数

変わり方を調べて

・情報の整理の仕方

国語

学級討論会をしよう
・討論の進め方
国語

ようこそ，私たちの町へ

・伝える内容の整理


	商品開発した新商品を販売しよう。（⑪）
	課題の設定　思
実行　主
整理・分析　思
振り返り　知主

	
○とんど祭りでの販売に向けて準備を行う。（４）
○とんど祭りで販売を行う。（時間外）

○とんど祭りでの販売を振り返る。（１）
〇自分と地域とのかかわりについて考える。（２）
○自分自身の将来の夢について考える。（２）
○１年間の活動を振り返る。（２）
	国語
中学校につなげよう
・将来について

特活
６年間の振り返り
卒業を前に
・ふりかえり


５．本時の学習　【３３／６０】

（１）本時の目標
対話を通して，「ふるさと学習」でお世話になった地域の方々に感謝の気持ちを伝える工夫について具体的に考えることができる。

（２）本時で望む「主体的・対話的で深い学び」の姿

他者との対話を通して，思考を深める発問から，地域を活性化させることが感謝の気持ちを伝えることにもつながることに気付き，今後の活動に生かしていこうとしている姿。
（３）準備物

　　　ブレーンストーミングのシート，ホワイトボード
（４）学習の展開

	学　習　活　動
　
	指導上の留意事項（・）
「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手だて（◆）
	★望ましい姿
【本校で育てようとする資質・能力の具体】


	１　前時までの学習を振り返る。
２　本時の学習課題を確認する。

３　班で交流する。
４　全体で交流する。










５　振り返りを行い，次時の確認をする。
	・　これまでの商品開発の活動の振り返りから「感謝の気持ち」などのキーワードをもとに学習課題につなげる。
・　リーダー中心に話合いを進める。
・　多様な意見が出るように視点は決めずに話し合う。

♦　感謝について考えたブレーンストーミングをもとに交流する。
・　論理的思考力育成のために質問を先行して話合いができるようにする。

・　ホワイトボードを使って意見を整理できるようする。

・　体験したことをもとに理由を付けて発表したり，疑問点があったら自由に質問したりできるようにする。

・　発問後に班での話合いの時間を確保する。

・　考えることが難しいようなら，地域の方から直接聞いた意見を伝える。
・　指導者がねらっている意見が出なくても無理に出さないようにする。
・　深める発問について交流して考えたことについて振り返りを書くようにする。
	★　思考力，判断力，表現力【論理的思考力】
　対話を通して，感謝の気持ちを伝える工夫について具体的に考えている姿。



（５）板書計画



総合�
第６学年２組（男子２０名，女子１４名　合計３４名）　　　�
指導者�
�
　　

















探究課題：三原市を支える地元企業の方々の活動と働くことの意味や地元を愛する願いや思い





地元企業×西小　商品開発プロジェクト


～お世話になった方々に感謝の気持ちを伝えよう～





単元名





単元について





児童の実態





n=34





n=34





研究主題に迫るための手立て





評価の観点


知…知識・技能　思…思考・判断・表現　主…主体的に学習に取り組む態度





地元企業×西小商品開発プロジェクト！～感謝の気持ちを伝えよう～





【小単元の課題】地元企業の要望を生かした商品開発をしよう。





【小単元の課題】とんど祭りを盛り上げる方法を考えよう。





【小単元の課題】とんど祭りを盛り上げ，感謝の気持ちを伝えよう。





感謝の気持ちを伝えるためにはどのような工夫をすればいいか！？





コグマヤさんに対しての売り上げはどうするのですか？





とんどの時に感謝を伝えるのではなく，とんどの前に試食会のような形をとったらいいと思います。





お金をとらないことは難しいけど，どんどで食べてもらうときに特別な席を用意したらいいと思います。





お世話になった地域の方々は，どんなことが１番うれしいと思う？�（どんなことが１番の感謝につながる？）





とんど祭りでたくさんの人が来て，来てくれた人が笑顔で楽しんでいたら，うれしいと思います。





自分たちがとんどで商品を販売してお世話になった方々に感謝を伝えることはもちろんだけど，卒業して中学生になってもとんどだけでなく地域の行事に参加していくことも大切だと思います。





とんどで並んで買ってもらうのは感謝にならないと思うのでお金をとらずに食べていただいたいいと思います。





私たちが商品を販売することで商品を買いに親や親せきなど，多くの人が集まり，とんどが盛り上がることが１番の感謝につながると思います。（地域活性化）





課　感謝の気持ちを伝えるためにはどのような工夫をすればいいか？














どんなことが１番うれしい？





・みんなが楽しんでくれること


・みんなの笑顔が見られること


・商品を販売することでたくさんの人が集まること


・子どもが人を集めることができるイベントを催すこと








・とんど販売　→　お金？　→　試食会？


・とんどで特別席


・商品にメッセージカード


・接客　→　感謝が伝わる接客？


・とんどや試食会に招待状


・今までのお礼のお手紙


・看板やポップに感謝の気持ちをこめたメッセージ








6年（5）

